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平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
２
８
３
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
８
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
財
政
係

2
４
４
―

３
１
５
９

「
健
康
文
化
の
継
承
」「
健
康
文
化
の
創
造
」「
協
働
・
共
生
に
よ
る
健
康
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

日
本
一
健
康
文
化
都
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

■
予
算
額
は
５
２
３
億
９，
１
６
０
万
円

平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、企
業
会
計
の
総
額
が
５
２
３
億
９，

１
６
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
５
・

０
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
８
・
３
％
増
加

一
般
会
計
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
８
・
３
％

増
加
の
総
額
２
８
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
固
定
資
産
税
の
増
な
ど
に

よ
り
市
税
が
１
５
２
億
３，
１
１

８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
・
４
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
利
子
所
得
及
び
配
当
所
得

の
増
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
利
子
割
交
付

金
は
63
・
３
％
、
配
当
割
交
付
金
は
51
・

５
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
平
成
18
・
19
年
度
の
合

併
特
例
債
の
集
中
的
な
返
済
と
地
方
再
生
対
策

費
の
創
設
な
ど
に
よ
り
基
準
財
政
需
要
額
の
増

が
見
込
ま
れ
、
前
年
度
に
比
べ
て
24
・
０
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
24
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
債
の
繰
上
償
還
と
財
源
確
保
の
た

め
、
減
債
基
金
か
ら
５
億
５，
０
０
０
万
円
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
２
億
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。

市
債
は
33
億
９，
１
３
０
万
円
で
、
全
体
の

12
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

は
、
土
木
費
が
全
体
の
23
・

０
％
、
民
生
費
16
・
９
％
、
公

債
費
14
・
５
％
、
衛
生
費
が
13
・
８
％
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
費
は
産

業
立
地
に
伴
う
優
遇
助
成
補
助
金
を
２
億
２，

２
４
０
万
円
計
上
し
た
た
め
、
前
年
度
に
比
べ

て
１
１
９
・
６
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公債費 41億141万円
借りたお金を返すために使います

道路などの整備や治水対策に使います
【主な事業】
治水対策事業
袋井駅周辺整備事業
ごみ処理施設周辺公園整備事業
田原田園土地区画整理事業

土木費　65億1,141万円

児童・高齢者などの社会福祉に使います
【主な事業】
地域子育て支援センター事業
乳幼児医療費扶助

民生費　47億9,448万円

歳
入

歳
出
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●企業会計
会　計　名 20年度当初予算額 前年度対比

水 道 事 業 25億9,900万円 18.2%増
病 院 事 業 62億6,900万円 12.9%減

合　　　計 88億6,800万円 05.6%減

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
①
「
健
康
づ
く
り

の
推
進
」
②
「
少
子
化
・
子
育
て
支
援
」
③

「
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
④
「
環
境
対
策
」

で
す
。

■
特
別
会
計
は
減
少

特
別
会
計
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
22
・

４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
事

業
は
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
土
地

取
得
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
駐
車

場
、
訪
問
看
護
事
業
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
は
新
し
く
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
て
89
・
５
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
企
業
会
計
は
減
少

企
業
会
計
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
・

６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
18
・
２
％
増
加
、
病
院
事
業
は

12
・
９
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

公債費 4477,,442288円円

土木費 7755,,229977円円

総務費 3333,,550066円円

議会費 22,,996600円円

農林水産業費　66,,662266円円

その他 11,,449966円円

消防費　　　1144,,998855円円

教育費 3388,,880077円円
衛生費 4455,,004400円円

民生費 5555,,444422円円

平成20年度一般会計の
市民１人当たりの予算

332277,,225555円円

商工費　　　　55,,666688円円

●特別会計
会　計　名 20年度当初予算額 前年度対比

土 地　 取　 得 3億円 18.9%減
国 民 健 康 保 険 68億4,400万円 2.1%増
老 人 保 健 05億8,500万円 89.5%減
後期高齢者医療 5億2,800万円　　　皆増
介 護 保 険 40億0,600万円 5.8%増
簡 易 水 道 事 業 1億9,150万円 19.0%増
公共下水道事業 26億3,900万円 8.1%減
農業集落排水事業 1,960万円 3.0%減
駐 車 場 事 業 8,200万円 1.2%減
訪 問 看 護 事 業 2,850万円 1.0%減

合　　　計 152億2,360万円 22.4%減

健康づくりや病気予防、ごみ処理など
に使います
【主な事業】
健康チャレンジ!! すまいる運動
特定不妊治療費助成事業
妊婦健康診査費助成事業
余熱利用施設整備事業

衛生費 38億9,496万円
学校整備や社会教育などに使います
【主な事業】
放課後子どもプラン推進事業
浅羽北小学校体育館改築事業
袋井南小学校校舎増築事業

教育費 33億5,592万円

自治会活動支援や防犯対策などに使います
【主な事業】
協働まちづくり事業、外国人共生対策事業
メロープラザ整備事業

総務費　28億9,752万円

その他　1億2,933万円 0.5％

商工費　4億9,014万円 1.7％

消防・防災のために使います
【主な事業】
自主防資機材等整備補助事業
住宅等耐震性向上事業　　

消防費　12億9,585万円

農林業の振興などに使います
【主な事業】
海岸防風林整備事業
農地・水・環境保全向上対策事業

農林水産業費　5億7,300万円

商工業の振興、企業誘致に使います
【主な事業】
地域産業イノベーション推進事業
中心市街地活性化推進事業

議会費　2億5,598万円 0.9％
議会の運営のために使います

労働費、予備費、災害復旧費

◇1人当たり、1世帯当たりの
数値は、平成20年3月1日現
在の人口86,477人、世帯
数30,292世帯で割った数
値です。
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成

年
度
の
主
な
事
業

企
画
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課
企
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係
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０
５

4

１
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
康
な
市
民
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

①
自
ら
つ
く
り
、
守
り
、

み
ん
な
で
支
え
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
す
ま

い
る
運
動
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
」
を
引
き

続
き
実
施
し
、
自
ら
取
り
組
む

健
康
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
公
民
館
や
公
会
堂
で
の
各
種
健
康
教
室

や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
加
え
、

企
業
を
対
象
に
「
事
業
所
健
康
教
室
」

を
実
施
し
ま
す
。

・
健
康
を
支
え
る
食
生
活
の
重
要
性
へ
の

理
解
を
深
め
、
健
康
づ
く
り
食
生
活
推

進
協
議
会
と
連
携
し
て
、
地
産
地
消
や

旬
の
野
菜
な
ど
薬
膳
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
料
理
教
室
や
食
育
出
前
講
座
を

開
催
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

の
普
及
と
健
康
的
な
食
習
慣
の
定
着
を

目
指
し
ま
す
。

②
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

環
境
の
整
備

・
高
齢
者
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
市
内
４
箇
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
民
館

な
ど
で
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

・
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
高
齢
者
の
保

健
福
祉
の
あ
り
方
を
示
す
「
第
５
次
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
「
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
あ
わ
せ
た

「
長
寿
し
あ
わ
せ
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

・
高
齢
者
が
楽
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
「
生
き
が
い
対

応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
、
支
援
し
ま
す
。

③
い
つ
で
も
安
心
な
医
療
環
境
の
充
実

・
全
力
を
挙
げ
て
市
民
病
院
の
医
師
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
統
合
に
よ
る
新

病
院
の
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
市
医
師
会
、
磐
周
歯
科
医
師
会
、
袋
井

薬
剤
師
会
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
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20

合
併
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
年
と
位
置
付
け
、
豊
か
な
自
然
や
地
域
の
力
な
ど
良
い
所
を
後
世
へ

確
実
に
守
り
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し
い
ま
ち
の
未
来
に
向
け
た

施
策
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
す
ま
い
る
運
動
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
活
用

し
た
「
体
の
健
康
」
づ
く
り
や
徳
育
を
中
心
と
す
る
「
心
の
健
康
」
づ

く
り
に
加
え
、
新
た
に
「
ま
ち
の
健
康
」
に
視
点
を
置
き
、
環
境
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
と

し
て
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
「
エ
コ
タ
ウ
ン
ふ
く
ろ
い
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
市
独
自
の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
負
担
軽
減
や
乳
幼
児
医

療
費
の
無
料
化
、
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
活
動
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
在

住
外
国
人
と
の
共
生
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【健康文化の継承】
豊かな自然景観や遠州三山、東海道などの歴

史・文化遺産を次世代へ守り伝えるとともに、
長い歴史や時間をかけて培われてきた崇高な精
神的風土である「報徳の精神」を心の柱として、
次代を担う子どもたちにしっかりと引き継ぐた
め「心ゆたかな人づくり」を推進します。

【健康文化の創造】
出産、子育て、医療、雇用などの施策を充実し、

安心して暮らせるまちづくりを推進するととも
に、地球温暖化を防ぐ環境への取り組みを展開
します。これまで推進してきたウオーキングな
どを活用した健康づくりや東海地震に備えた住
宅や公共施設の耐震化、治水対策、防犯対策、
生活基盤整備など、市独自の取り組みを積極的
に行い、飛躍するまちを目指します。

【協働・共生による健康文化】
自治会連合会や自治会による連帯感ある地域

コミュニティ活動に加え、行政とNPO法人やボ
ランティア団体などの市民活動団体が新たな公
共の担い手として、お互いの役割を分担し、相乗
効果を発揮する協働のまちづくりを推進します。
また、外国人や障害のある人など誰もが安心

して暮らすことができるよう、お互いを尊重し、
認め合い、支え合って、快適な生活が送れる共生
のまちづくりを推進します。

＜平成20年度 施政方針のキーワード＞
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３
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

①
治
水
・
治
山
対
策
の
推
進

・
「
中
部
豪
雨
災
害
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
な
ど
に
基
づ
い
て
、
諸
井
里
山
、

浅
羽
、
久
野
城
址
南
、
袋
井
駅
南
の
４

箇
所
に
遊
水
池
を
整
備
す
る
な
ど
治
水

対
策
事
業
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
し
、
浸
水

想
定
区
域
や
避
難

方
法
な
ど
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、

防
災
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。

・
「
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」

を
実
施
し
、
土
砂
災
害
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

２
互
い
を
認
め
合
い
尊
重
す
る

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

①
だ
れ
も
が
尊
重
さ
れ
住
み
や
す
い

共
生
社
会
の
形
成

・
在
住
外
国
人
と
地
域
住
民
と
が
共
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
「
外
国
人
生

活
情
報
窓
口
」
の
職
員
を
増
や
し
、
広

報
ふ
く
ろ
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
や
外
国

人
用
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て
、

外
国
人
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
し
ま
す
。

・
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権

研
修
会
な
ど
の
開
催
や
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活

で
き
る
よ
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
推
進
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
の
軽

減
措
置
を
行
い
、
低
所
得
者
の
生
活
支

援
と
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
社
会

福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

４
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

①
防
犯
対
策
の
推
進

・
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を

養
成
し
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

・
市
防
犯
推
進
協
会
を
中
心
に
、
地
域
と

連
携
し
た
防
犯
活
動
を
行
い
、
地
域
の

要
望
に
基
づ
き
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

・
袋
井
警
察
署
の
平
成
23
年
春
開
設
に
向

け
て
、
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
市
交
通
安
全
会
や
警
察
、
地
域
、
学
校

と
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
、
特
に
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
信
号
機
や
歩
道
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
防

護
柵
な
ど
を
設
置
し
、
危
険
箇
所
の
解

消
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

③
防
火
対
策
と
消
防
体
制
の
充
実

・
防
火
意
識
の
啓
発
や
指
導
を
行
い
、
迅

速
な
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
常
備
消

防
と
消
防
団
・
自
主
防
災
隊
と
の
連
携

強
化
に
努
め
ま
す
。

・
耐
震
性
防
火
水
槽
の
設
置
や
消
防
団
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
な
ど
、
消

防
団
へ
の
資
機
材
を
充
実
し
、
消
防
力

を
強
化
し
ま
す
。

・
消
防
団
の
火
災
出
動
時
な
ど
の
出
動
交

付
金
を
拡
充
し
、
円
滑
で
迅
速
な
消
防

活
動
体
制
を
支
援
し
ま
す
。

救
急
医
療
体
制
の
連
携
に
努
め
、
新
た

に
初
期
救
急
医
療
時
の
薬
剤
の
供
給
体

制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど

32
箇
所
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
A
E
D
）
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、

市
民
を
対
象
に
救
命

講
習
会
を
開
催
し
、

救
急
救
命
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

②
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

・
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
授
産
所
や
共
同
作
業

所
を
支
援
し
ま
す
。

・
障
害
の
あ
る
人
や
家
族
の
た
め
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
発
達
障
害

の
子
ど
も
の
相
談
事
業
の
充
実
や
障
害

児
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
整
備
を

行
い
ま
す
。

・
福
祉
体
験
学
習
や
障
害
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
な
ど
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る

人
が
社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

②
浅
羽
海
岸
の
保
全
と

飛
砂
・
塩
害
対
策
の
推
進

・
「
遠
州
灘
沿
岸
保
全
対
策
促
進
期
成
同

盟
会
」
を
通
じ
て
、
国
や
県
へ
「
サ
ン

ド
バ
イ
パ
ス
事
業
」
な
ど
の
海
岸
侵
食

対
策
を
積
極
的
に
働
き
か
け
ま
す
。

・
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
、
砂
浜
を
守
る

海
岸
愛
護
活
動

「
浅
羽
海
岸
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
を

実
施
し
ま
す
。

・「
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
よ
る
植
樹
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
安
林
の
保
全
を
県
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
ま
す
。

③
地
震
対
策
の
推
進

・
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、
自
主

防
災
組
織
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部

の
防
災
資
機
材
を
充
実
し
ま
す
。

・
災
害
時
に
円
滑
な
救
助
・
復
旧
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
市
民
や
地
域
、
関
係
機

関
な
ど
と
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
「
住
宅
等
耐
震
性
向
上
事
業
」
や
「
教

育
施
設
耐
震
対
策
事
業
」、「
家

庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事

業
」
を
実
施
す

る
と
と
も

に
、
家
庭

で
の
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備

を
強
く
促
し
、
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。
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５
利
便
性
が
高
く

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

①
質
の
高
い
快
適
な
生
活
空
間
の
創
出

・
「
景
観
行
政
団
体
」
と
し
て
、
景
観
計

画
の
策
定
や
景
観
条
例
の
制
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
市
内
全
域
の
道
路
の
調
査
を
行
う
「
建

築
基
準
法
指
定
道
路
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

・
新
た
な
市
街
地
の
形
成
に
向
け
た
上
山

梨
第
三
地
区
や
袋
井
駅
南
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

・
墓
地
公
園
の
整
備
に
向
け
、
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

②
利
便
性
の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

・
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
や
南
口
駅
前
広

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
新
設
な
ど
の

袋
井
駅
周
辺
整
備
事
業
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

・
市
内
の
幹
線
道
路
や
近
隣
市
町
へ
の
広

域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
国
道
１
号
の
高
架
化
と
４

車
線
化
、
国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
、

第
二
東
名
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通
り
線
の
早
期
整

備
を
国
や
県
へ
働
き
か
け
ま
す
。

・
民
間
バ
ス
路
線
の
維
持
・
存
続
や
自
主

運
行
バ
ス
の
利
用
率
と
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

６
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

環
境
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

①
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

・
市
環
境
対
策
委
員
会
や
市
民
環
境
ネ
ッ

ト
ふ
く
ろ
い
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

・
木
材
、
生
ご
み
、
家
畜
排
せ
つ
物
、
稲

わ
ら
な
ど
本
市
の
特
性
に
あ
っ
た
生
物

資
源
を
有
効
活
用
す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

７
多
彩
な
産
業
が
織
り
な
す

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

①
魅
力
あ
る
農
業
の
振
興

・
農
業
振
興
の
た
め
の
「
農
業
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
２
年
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

ギ
ー
の
導
入
促
進
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
構
想
へ
の
取
り
組
み
な
ど
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
「
エ
コ
タ

ウ
ン
ふ
く
ろ
い
」
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

・
家
庭
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
事
業
や
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
推
進
な
ど
、
市
民
と
事
業
所
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
球
温
暖
化
の

防
止
対
策
を
進
め
ま
す
。

・
家
庭
や
企
業
か
ら
出
る
ご
み
の

抑
制
や
レ
ジ
袋
を
削

減
す
る
マ
イ
バ
ッ
グ

運
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
や
古
紙
の
集
団

回
収
な
ど
、
資
源
の
再
利
用
化
を
推
進

し
ま
す
。

②
公
共
用
水
域
の
保
全

・
水
質
浄
化
と
環
境
保
全
・
向
上
の
た
め
、

公
共
下
水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど

に
よ
る
汚
水
処
理
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

・
下
水
道
管
渠き
ょ

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、ア
ク
ア
パ
ー
ク
あ
さ
ば
の
水
処
理
棟

の
増
設
と
沈
砂
池
ポ
ン
プ
棟
を
新
設
し

ま
す
。

③
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

・
市
民
環
境
ネ
ッ
ト
ふ
く
ろ
い
と
協
力
し

て
、
市
民
や
地
域
の
環
境
美
化
意
識
の

高
揚
に
努
め
ま
す
。

・
悪
臭
の
抑
制
に
向
け
、
市
内
の
企
業
と

環
境
保
全
協
定
の
締
結
を
進
め
ま
す
。

・
環
境
保
全
資
金
利
子
補
給
金
制
度
の
活

用
を
進
め
、
企
業
に
お
け
る
環
境
保
全

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

③
み
ん
な
が
憩
え
る
水
辺
・
公
園
・
緑
地

の
整
備

・
緑
地
の
保
全
や
緑
化
推
進
に
関
す
る

「
緑
の
基
本
計
画
」
を
２
年
か
け
て
策
定

し
ま
す
。

・
（
仮
称
）
久
野
城
址
公
園
や
（
仮
称
）
大

日
ほ
た
る
の
里
公
園
な
ど
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
公
園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
（
仮
称
）
三
川
地
区
近
隣
公
園
や
（
仮
称
）

浅
羽
東
幼
稚
園
跡
地
公
園
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
公
園
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
施

設
周
辺
公
園
整
備
事
業
や
田
原
東
・
西

公
園
整
備
事
業
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

④
安
全
な
水
の
安
定
供
給

・
上
水
道
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
安

全
な
水
道
水
を
効
率
的
に
、
安
定
し
て

供
給
で
き
る
よ
う
水
質
管
理
の
徹
底
を

図
り
ま
す
。

・
新
た
な
畜
産
環
境
対
策
の
方
法
を
確
立

す
る
た
め
、
技
術
専
門
家
の
協
力
を
得

て
先
進
的
な
実
験
を
行
う
「
畜
産
環
境

問
題
対
策
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

・
市
民
に
地
元
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地

産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
出
産
祝
記

念
品
に
メ
ロ
ン
、
結
婚
祝
記
念
品
に
お

茶
と
茶
器
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
芋
焼
酎
「
幸
浦
」
や
地
酒
「
驥
山
」、

「
た
ま
ご
ふ
わ
ふ
わ
」
の
普
及
や
新
た
な

特
産
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

し
ま
す
。

・
春
岡
地
区
と
山
崎
地
区
の
「
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。

・
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」

を
進
め
、
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
農

業
資
源
と
景
観
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

②
楽
し
さ
と
に
ぎ
わ
い
に
あ
ふ
れ
る

商
業
の
振
興

・
意
欲
あ
る
商
業
者
の
育
成
と
「
中
心
市

街
地
空
き
店
舗
対
策
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

・
「
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

や
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。
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②
心
が
通
い
合
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成

・
自
治
会
や
自
治
会
連
合
会
を
単
位
と
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
自
治
会
未
加
入
者
や
新
規
転

入
者
に
対
す
る
加
入
促
進
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

・
地
域
独
自
の
特
色
あ
る
事
業
に
対
し
て

支
援
を
行
う
「
地
域
を
明
る
く
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
」
や
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事

業
」
を
拡
充
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

・
南
部
地
域
の
交
流
拠

点
と
な
る
「
メ
ロ
ー

プ
ラ
ザ
」
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

③
自
ら
学
び
自
ら
楽
し
む
芸
術
・
文
化
・

学
習
活
動
の
推
進

・
市
文
化
協
会
と
連
携
し
て
、
自
主
的
な

文
化
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
多
彩
な
講
座
や
教
室
を
実
施
し
、
市
民

の
生
涯
学
習
活
動
や
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
公
民
館
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
袋
井
図
書
館
と
浅
羽
図
書
館
の
図
書
貸

し
出
し
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、
利
用
者

の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

・
郷
土
の
歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
存
と
継

承
の
た
め
「
尊
永
寺
仁
王
門
保
存
修
理

事
業
」
や
「
久
野
城
址
保
存
会
」
の
設

立
30
周
年
記
念
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
の
修

繕
を
計
画
的
に
行
い
、
社
会
教
育
施
設

の
整
備
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

・
来
年
、
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
24

回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０
９
」

の
気
運
を
高
め
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

④
だ
れ
も
が
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進

・
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各
種
団
体
、
体
育

指
導
委
員
と
連
携
し
て
、
家
族
み
ん
な

で
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
努
め
ま
す
。

・
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ

ッ
プ
全
国
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
選
手
権
大
会
」

を
引
き
続
き
開
催
し
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

の
更
な
る
普
及
に
努
め
ま
す
。

・
中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余
熱
を
利

用
し
た
温
水
プ
ー
ル
や
交
流
施
設
な
ど

地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
余
熱
利
用
施

設
の
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
仕
事
を
見
直
す
提
案
制
度

「
ワ
ン
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
」
を

実
施
し
、
改
革
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

・
行
政
組
織
や
職
員
数
の
適
正
化
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
施
設
の
拡
大

な
ど
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

・
補
助
金
の
見
直
し
や
起
債
の
繰
り
上

げ
償
還
、
合
併
特
例
債
の
短
期
償
還

を
計
画
的
に
行
う
な
ど
、
健
全
な
財

政
運
営
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
の
推
進

③
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
工
業
の
振
興

・
「
産
業
立
地
事
業
費
補
助
金
」
な
ど
の

優
遇
助
成
制
度
を
充
実
し
、
企
業
が
立

地
し
や
す
い
環
境
整
備
や
優
良
企
業
誘

致
に
努
め
ま
す
。

・
「
小
笠
山
山
麓
さ
ん
ろ
く
開
発
調
査
事
業
」
を
実

施
し
、
新
た
な
工
業
団
地
の
開
発
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

・
農
業
・
工
業
・
商
業
の
融
合
に
よ
る
新

た
な
産
業
の
創
出
や
地
域
産
業
の
活
性

化
を
目
指
し
「
地
域
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。

③
多
く
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
う

観
光
の
振
興

・
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
前
に
観
光
案
内
所
を
設
置

し
、
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

・
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
新
た
な
観
光
と
し
て
捉
え
、
計
画
的

に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整

備
し
ま
す
。

・
「
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
」
や
「
ふ
れ

あ
い
夢
市
場
」
を
引
き
続
き
支
援
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
「（
仮
称
）
も
の
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
地

域
の
活
性
化
と
産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

８
将
来
を
担
う
人
間
性
ゆ
た
か
な

人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

①
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
の
整
備

・
引
き
続
き
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

・
妊
婦
健
康
診
査
を
７
回
ま
で
無
料
と
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

・
乳
幼
児
医
療
費
は
、

10
月
か
ら
無
料
化

し
、
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。

・
新
た
に
、
ル
ン
ビ
ニ
第
二
保
育
園
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

②
心
ゆ
た
か
な
若
者
の
育
成

・
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
、
公
民
館
に
お

い
て
地
域
特
性
を
生
か
し
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
徳
育
を
推
進
し
ま
す
。

・
袋
井
南
小
学
校
の
校
舎
増
築
な
ど
、
教

育
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

・
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
確

保
す
る
た
め
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
て

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

９
市
民
の
生
き
が
い
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

①
多
彩
な
市
民
活
動
の
支
援

・
市
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の

自
主
活
動
と
情
報
交
換
の
拠
点
で
あ
る

協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ

と
」
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

・
市
民
団
体
な
ど
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

ア
イ
デ
ア
や
取
り
組
み
を
広
く
公
募
す

る
「
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を

充
実
し
、
協
働
の
あ
り
方
や
新
た
な
公

共
の
担
い
手
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
と
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
時
に
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
加
入
者
が
医
療
費
な
ど
の
負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

今
年
４
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
国
保
税
に
つ
い
て

も
後
期
高
齢
者
支
援
分
の
追
加
や
税
率
の
改
正
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
徴
収

が
始
ま
り
ま
す
。
国
保
税
の
今
年
度
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
課
保
険
年
金
係
　
2
４
４
―

３
１
１
３

■
「
後
期
高
齢
者
支
援
分
」
が

追
加
さ
れ
ま
す

平
成
20
年
度
か
ら
老
人
保
健
制
度
に

代
わ
っ
て
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
制
度
を
支
援

す
る
た
め
75
歳
未
満
の
人
は
「
後
期
高

齢
者
支
援
分
」
と
し
て
国
保
税
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
「
医
療
分
」
と
「
介
護
分
（
40
〜
64

歳
の
人
）」
を
合
わ
せ
た
額
を
納
め
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
後
期

高
齢
者
支
援
分
」
が
新
し
く
加
え
ら
れ

ま
す
（
上
表
参
照
）。

■
「
後
期
高
齢
者
支
援
分
」
は

７
月
に
決
定
し
ま
す

今
年
度
か
ら
国
保
税
額
は
、
７
月
に

決
定
し
、
第
３
期
か
ら
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
納
入
通
知
書
の
送
付
時

期
が
こ
れ
ま
で
の
８
月
中
旬
か
ら
７
月

中
旬
に
変
わ
り
ま
す
(※1)
。

た
だ
し
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
く
時
期
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
仮
算
定
の
第
１
・
２
期
（
４
・

６
月
）
は
、
前
年
度
課
税
額
を
も
と
に
算

出
す
る
た
め
、「
後
期
高
齢
者
支
援
分
」

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〈
平
成
20
年
度
納
期
限
一
覧
表
〉

平成20年度からの国保税

●40歳未満の方
医療分と後期高齢者支援分の合算した金額。

●40歳以上65歳未満の方
介護保険の第2号被保険者となり、医療分と介護分、
後期高齢者支援分を合算した金額。

●65歳以上75歳未満の方
医療分と後期高齢者支援分を合算した金額。
介護保険の第1号被保険者となり、介護保険料は、
別に納めていただきます。

後期高齢者支援分医療分

介護分

国保税＋ ＝

後期高齢者支援分医療分 国保税＋ ＝＋

後期高齢者支援分医療分 国保税＋ ＝

(※1)
国
保
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯

主
が
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

で
、
家
族
に
国
保
に
加
入
し
て
い

る
方
が
い
る
場
合
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
と
国
保
の
納
入
通
知
が
同

時
に
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

第1期

第2期

第3期

第4期

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

納期限期
4月30日(水)

6月30日(月)

9月1日(月)

9月30日(火)

10月31日(金)

12月1日(月)

12月25日(木)

平成21年2月2日(月)

平成21年3月2日(月)

◇
月
末
が
、
土
・
日
曜
日
の
場
合
は
、
そ

の
翌
日
ま
た
は
、
翌
々
日
と
な
り
ま
す
。
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■
平
成
20
年
度
の
税
率

国
保
税
の
決
め
方
は
、
ま
ず
そ
の
年

に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
な
ど
を
推
計
し

ま
す
。
そ
こ
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で
支

払
う
一
部
負
担
金
と
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
を
差
し
引
い
た
金
額
が
国
保
税
の

総
額
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
４
項
目

で
算
出
し
、
限
度
額
は
そ
れ
ぞ
れ
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

項
目
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
世
帯

ご
と
の
国
民
健
康
保
険
税
が
決
ま
り
ま

す
。

■
10
月
か
ら
国
保
税
の

年
金
天
引
き
が
始
ま
り
ま
す

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
納
付
方
法
は
、

口
座
振
替
と
納
付
書
で
納
め
る
方
法
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
こ
れ
ら
に

加
え
、
10
月
か
ら
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
徴
収
方
法
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

対
象

次
の
①
〜
⑤
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者

②
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
が
全
員

65
〜
74
歳

③
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

④
世
帯
主
が
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
で
納
め
て
い
る

⑤
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
天
引
き
額

の
合
計
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い

年
金
天
引
き
対
象
者
の
納
付
方
法

９
月
ま
で
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
口
座
振

替
や
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
、
10
月

か
ら
年
金
天
引
き
に

よ
る
納
付
方
法
に
切

り
替
わ
り
ま
す
（
年

金
天
引
き
は
、
年
金

の
支
払
い
月
で
す
）。

た
だ
し
、
年
度
途
中

に
税
額
が
変
更
に
な

っ
た
場
合
は
、
口
座

振
替
ま
た
は
、
納
付

書
に
よ
る
納
付
方
法

に
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
主
が
75
歳
に
到
達
す

る
年
度
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
に

よ
る
納
付
方
法
と
な
り
ま
す
。

◇
年
金
天
引
き
の
対
象
に
な
ら
な
い
方

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
口
座
振
替
ま

た
は
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に

伴
う
経
過
措
置

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

方
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
の
国

保
の
被
保
険
者
が
減
少
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
軽
減
判
定
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

方
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
の
被

医療分 介護分(※2)後期高齢者支援分

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

5.0％
30.0％
25,300円
25,700円
47万円

1.4％
4.1％
7,200円
6,400円
12万円

0.95％
4.5％
7,100円
4,500円
9万円

・世帯主(夫：国保)72歳、妻(国保)68歳

【年金天引きになる世帯】

・世帯主(夫：国保)72歳、妻(国保)68歳、子(社保) 40歳

・世帯主(夫：国保)72歳、妻(国保)68歳、子(国保) 40歳
・世帯主(夫：国保)72歳、妻(国保)63歳

・世帯主(子：社保)46歳、父(国保)68歳、母(国保)71歳　
・世帯主(夫：後期高齢者)78歳、妻(国保)68歳

【年金天引きにならない世帯】

＜例＞

保
険
者
が
一
人
と
な
る
世
帯
は
、
国

保
税
の
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

③
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
な
ど
）
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
か
ら
国
保
被
保
険
者
と
な

っ
た
方
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
措
置
を
講
じ
ま
す
（
申
請

が
必
要
）。

■
正
し
い
所
得
を
申
告
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得

を
も
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
申
告
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平成20年度の国保税率

(※2) 介護分は、40歳以上65歳未満の方のみです。
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44-3104 
44-3105 
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44-3102 
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44-3109 
44-3110 
44-3111 
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44-3112 
44-3113 
44-3119 
44-3114 
44-3184 
44-3120 
44-3121 
44-3152 
44-3133 
44-3167 
44-3134 
44-3136 
44-3155 
44-3156 
44-3135 
44-3115

行政係 

人事研修係 

秘書係 

広報広聴係 

企画係 

情報システム係 

財政係 

契約管財係 

検査室 

市民税係 

資産税係 

徴税管理係 

地域活動支援係 

協働共生推進係 

交通防犯係 

防災係 

健康企画室 

健康指導1係(※1) 

健康指導2係(※2) 

スポーツ健康係 

スポーツ振興係 

市民サービス係 

保険年金係 

社会福祉係 

障害者福祉係 

子育て支援係 

保育係 

長寿福祉係 

介護保険係 

農政企画係 

農地係 

地籍調査係 

商業労政係 

企業立地推進係 

観光振興係(※3) 

環境企画係 

環境衛生係 

情報公開、選挙、議会の招集、行政組織、行政改革など 
職員採用、職員研修、定員管理、給与など 
秘書、式典、褒賞、表彰、姉妹都市、友好都市など 
広報紙の発行、報道機関への情報提供、陳情・要望など 
総合計画、日本一健康文化都市施策、広域行政、統計調査など 
電子自治体、情報政策の推進など 
財政計画、予算、地方交付税など 
建設工事の入札・契約、庁舎管理、市有地管理、公用車管理、総合センター管理など 
工事の検査・指導など 
個人市県民税、法人市民税、たばこ税など 
固定資産税、都市計画税、土地台帳・地籍図の管理など 
市税・国民健康保険税の徴収、各種納税証明・原動機付き自転車標識の交付、軽自動車税など 
自治会、自治会連合会、市民憲章、宇刈いきいきセンターなど 
NPO・ボランティア・市民活動の相談、国際交流、外国人生活情報窓口、男女共同参画社会など 
交通政策、交通事故相談、自主運行バス、市営駐車場、駐輪場、防犯など 
防災計画、自主防災組織、同報無線施設、住宅など耐震性向上事業、消防団、水防など 
健康づくりの企画、救急医療・地域医療、災害時医療救護など 
健康相談、健康診査、予防接種、母子保健、栄養指導、歯科保健など 
健康相談、健康診査、予防接種、母子保健、栄養指導、歯科保健など 
健康ウオーキング、スポーツ健康づくり、エアロビック・レクリエーションの普及など 
スポーツの振興、体育指導委員、スポーツ団体、スポーツ施設など 
住民票、印鑑登録、児童・生徒の就園・就学、上水道給水届の受付、下水道使用料など 
国民健康保険、国民健康保険税の課税、後期高齢者医療制度、特定健康診査、国民年金など 
生活保護、民生委員児童委員、保護司会、赤十字、献血、地域福祉計画、人権啓発、岡崎会館など 
身体・知的・精神障害者、障害者自立支援給付、障害者計画・障害福祉計画など 
児童手当、母子福祉、児童館、乳幼児医療費助成など 
保育所、保育事業、子育て支援センターなど 
高齢者保健福祉計画、高齢者福祉サービス、介護予防など 
介護保険、介護認定審査、介護保険給付など 
農業・林業・畜産の振興、鳥獣保護、海岸防風林など 
農地転用、農業委員会、農業者年金、市民農園など 
地籍調査など 
商業の振興、中心市街地活性化、消費生活センター、産業祭など 
企業誘致、工業団地、工業の振興、工業用水など 
観光振興、観光施設の整備、名産品の開発、観光イベントなど 
環境施策の企画、環境ボランティア、温暖化防止、新エネルギー、公害防止など 
ごみの収集・リサイクル、環境美化、飼い犬の登録、市営墓地など 

課名 部名 電話番号 係名 主な業務 階 

総

務

部 

健
康
推
進
部 

市
民
福
祉
部 

産
業
環
境
部 

【袋井市役所】

市役所の組織を
お知らせします 袋井市の組織機構と主な業務を紹介します。

担当の部署が分からない場合は、お気軽にお問い
合わせください。 総務課行政係　244-3100問 

広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

代表電話　0538-43-2111
〒437-8666 袋井市新屋一丁目1番地の1

◇情報システム課とすこやか子ども課が新設されました。
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都市計画課 
 
 
建築住宅課 
 
区画整理課 
 
建設課 
 
 
維持管理課 
 
 

出納室  
議会事務局  
  
監査委員事務局  

3階 
 
 
3階 
 
3階 
 
3階 
 
 
3階 
 
 
1階 
5階 
 
4階 

44-3122 
44-3157 
44-3163 
44-3123 
44-3139 
44-3126 
44-3127 
44-3131 
44-3166 
44-3124 
44-3130 
44-3132 
44-3165 
44-3137 
44-3143 
44-3143 
44-3144

計画係 
開発指導係 
まちづくり整備室 
建築指導係 
営繕係 
公共施行係 
組合指導係 
道路係 
河川係 
用地対策室 
管理係 
維持係 
公園緑地係 
出納係 
庶務係 
議事調査係 
監査係 

都市計画、地区計画、都市景観、屋外広告物など 
土地利用・開発行為、地価の公示・調査など 
にぎわい新都心まちづくりプロジェクト、袋井駅南まちづくりプロジェクト、袋井駅南北自由通路整備など 
建築確認の審査・検査、建築協定、建築相談など 
市有建築物の設計・建築・修繕、市営住宅、家屋のかさ上げなど 
市施行土地区画整理事業、再開発住宅など 
組合施行土地区画整理事業の計画、事業支援など 
道路の新設・改築など 
治水対策、河川や水路の新設・改良など 
用地買収・補償、袋井地域土地開発公社など 
市道や農道、橋梁、河川、都市下水路、農業排水路の管理、市道認定・廃止、砂防、海岸愛護など 
市道や農道、橋梁、河川、都市下水路、農業排水路の維持修繕、災害復旧、直営作業など 
都市公園、緑地、緑化推進、街路樹の管理など 
現金・有価証券の出納事務、決算調製など 
議員の身分、議会の庶務など 
本会議、委員会、議会などの傍聴、議会報の発行など 
監査・検査・審査の実施など 

都

市

建

設

部 
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部名

総

務

部 

健
康
推
進
部 

市
民
福
祉
部 

産
業
環
境
部 

【袋

(※1)…健康づくり政策課健康指導1係は、袋井保健センター（袋井市高尾 754-1）にあります。
(※2)…健康づくり政策課健康指導2係は、浅羽保健センター（袋井市浅名1028）にあります。
(※3)…商工課観光振興係は、4月26日(土)からJR袋井駅前に開設される市観光案内所（袋井市高尾町1-1）

に移転します。

開庁日時　袋井市役所・浅羽支所 … 月～金曜日（祝日、年末年始は休み） 午前8時30分～午後5時15分

※各種届け出や証明書は、原則として袋井市役所・浅羽支所のどちらでも受け付けます。
水道部と教育委員会は、分庁のため浅羽支所に設置しています。

【浅羽支所】〒437-1192 袋井市浅名1028番地

◇これまで浅羽支所3階にあった袋井市森町広域行政組合事務局は、中遠クリーンセンター内
に移転しました。

市民サービス課 
 
 
 
地域建設課 
 
 

2階 
1階 
 
1階 
1階 
 
 

23-9211 
23-9212 
 
23-9213 
23-9216 
 
23-9239

総務係 
市民サービス係 
 
市民福祉係 
建設係 
 
会館建設室 

支所庁舎の管理、地域審議会、自治会・自治会連合会、防災、防犯など 
出生、死亡、転出入、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療制度、 
税の諸証明、不燃ごみの受付、飼い犬の登録、行政相談、法律相談など 
生活保護、障害者福祉、児童福祉、母子福祉、高齢者福祉、介護保険など 
農地・農業施設、道路・河川などの維持管理、災害復旧、市営住宅の入退去、 
公園・緑地の維持管理など 
メロープラザの建設など 
　 

課名 部名 電話番号 係名 主な業務 階 

浅
羽
支
所 

水道課 
 
下水道課 
 
教育企画課 
 
学校教育課 
 
生涯学習課 
 
 

1階 
 
1階 
 
2階 
 
2階 
 
2階 
 
 

23-9214 
23-9223 
23-9219 
23-9220 
23-9200 
23-9247 
23-9202 
23-9203 
23-9268 
23-9273 
23-9269

総務経理係 
水道工事係 
管理係 
下水道工事係 
総務係 
企画室 
学務係 
指導係 
生涯学習係 
青少年係 
文化財係 

上下水道使用量・料金、簡易水道など 
水道施設、水源施設、簡易水道施設の管理など 
下水道受益者負担金、農業集落排水、浄化槽の設置など 
公共下水道・汚水処理場の維持管理など 
就学援助、幼稚園保育料、学校・幼稚園の維持管理など 
教育委員会、教育行政の企画運営、教育施設の整備、生涯学習の推進など 
教職員の人事・服務、幼稚園・小中学校の就園・就学、通学区域、学校給食センターなど 
学校教育課程・教育指導、教職員の研修、特別支援教育など 
社会教育の企画・指導、社会教育施設の維持管理、文化振興など 
青少年の健全育成、少年補導センター、放課後子ども教室事業など 
文化財の調査・保護・活用など 

教
育
委
員
会 

水
道
部 
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各階ごとに
ご案内します

12

2F

1F

3F

水道課
総務経理係
223-9214
水道工事係

223-9223

地域建設課
建設係
223-9216
会館建設室
223-9239

市民サービス課
市民福祉係
223-9213

下水道課
管理係 223-9219
下水道工事係 223-9220

市民サービス課
市民サービス係
223-9212

学校教育課
学務係 223-9202
指導係 223-9203

市民サービス課
総務係
223-9211

教育企画課
総務係
223-9200
企画室
223-9247

浅羽支所

正面玄関

各階ごとに
ご案内します

吹き抜け

健康づくり政策課
「浅羽保健センター」（浅羽支所東側）
（袋井市浅名1028）

健康指導2係 223-9222

ロビー

生涯学習課
生涯学習係 223-9268
青少年係 223-9273
文化財係 223-9269

開庁日時　袋井市役所・浅羽支所 … 月～金曜日（祝日、年末年始は休み） 午前8時30分～午後5時15分
※各種届け出や証明書は、原則として袋井市役所・浅羽支所のどちらでも受け付けます。
水道部と教育委員会は、分庁のため浅羽支所に設置しています。

◇担当課がどこにあるか分からない場合など、お気軽に職員にお尋ねください。 財政課契約管財係　244-3102問 

・
教育長室

・第3会議室
・第2会議室

・第1会議室

・
市長室

エレベーター

エレベーター

エレベーター

広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

N

・
教育部長

・
支所長

・
水道部長
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2F

5F

3F

4F

1F

財政課
財政係

244-3159
契約管財係
244-3102
検査室244-3171
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秘書広報課
秘書係 244-3103
広報広聴係 244-3104

総務課
行政係
244-3100
人事研修係

244-3101

市民課
市民サービス係
244-3112
保険年金係
244-3113

農政課
農政企画係
244-3133
農地係 244-3167
地籍調査係
244-3134

区画整理課
公共施行係
244-3126
組合指導係
244-3127

議会事務局
庶務係 244-3143
議事調査係 244-3143

出納室
出納係
244-3137

監査委員
事務局
監査係

244-3144

・市民ギャラリー

市民ホール

・総合案内
243-2111

管理室
・売店

・

エレベーター

エレベーター

エレベーター

エレベーター

・議場
・議員控え室

・市長室

・副市長室

・収入役室

・301会議室

・302会議室

・304会議室
・303会議室

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け
・第1委員会室

・第2委員会室

・第3委員会室

・
正副議長室・

議長応接室

・議場ロビー

・副市長応接室

・市長応接室

・庁議室

・　
議会図書室

待機ロビー

402会議室

・
401
会議室

正面玄関

北玄関

・金融機関

・第1相談室

建設課
道路係
244-3131
河川係
244-3166
用地対策室
244-3124

エレベーター

袋井市役所 健康づくり政策課
「袋井保健センター」（袋井南公民館東側）
（袋井市高尾754-1）

健康指導1係 242-7275

・

いきいき長寿課
長寿福祉係
244-3121
介護保険係
244-3152

101会議室・

情報公開コーナー

企画政策課
企画係
244-3105

建築住宅課
建築指導係
244-3123
営繕係
244-3139

維持管理課
管理係
244-3130
維持係
244-3132
公園緑地係

244-3165

環境
政策課
環境企画係

244-3135
環境衛生係

244-3115

都市計画課
計画係
244-3122
開発指導係
244-3157
まちづくり整備室
244-3163

308会議室・

N

商工課
商業労政係
244-3136
企業立地推進係
244-3155
観光振興係(※)
244-3156
消費生活センター
244-3174

地域振興課
地域活動支援係
244-3107
協働共生推進係
244-3116
交通防犯係
244-3125

防災課
防災係
244-3108

202会議室・

税務課
市民税係 244-3109
資産税係 244-3110
徴税管理係 244-3111201会議室・

スポーツ
推進課
スポーツ健康係
244-3128
スポーツ振興係

244-3129

健康づくり
政策課
健康企画室
244-3138

情報
システム課
情報システム係
244-3106

・403会議室

(※)商工課観光振興係は、4月26日(土)
からJR袋井駅前に開設される市観
光案内所に移転します。電話番号は、
変更ありません。

すこやか
子ども課
子育て支援係
244-3184
保育係
244-3120

しあわせ推進課
社会福祉係
244-3119
障害者福祉係

244-3114
第3相談室・
第2相談室・

・
企画監

・

総務部長

・

都市建設部長

・

技監

・

産業環境部長

・

健康推進部長

・
市民福祉部長
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心
技
体
の
真
剣
勝
負

３
月
９
日
、
浅
羽
南
小
学
校
で
浅
羽
少
年

剣
道
錬
成
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
市
内

外
か
ら
約
１
５
０
人
が
出
場
し
、
熱
戦
を
展

開
。
一
本
が
決
ま
る
度
、
会
場
は
大
き
な
歓

声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
市
内
選
手
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
生
の
部
】

団
体
戦
３
位
　
浅
羽
北
部
剣
道
教
室

【
一
般
の
部
】

個
人
戦
優
勝
　
松
本
直
也
（
浅
羽
剣
友

会
）、
２
位
　
戸
塚
隆
雄
（
浅
羽
剣
友
会
）

「
歩
く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ま
ち
づ
く
り

３
月
15
日
、月
見
の
里
学
遊
館
で『「
歩
く
」

を
核
と
し
た
健
康
増
進
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
形

成
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
す
ま
い
る
運
動
の

「
す
ま
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
（
自
治
会
、
自
治

会
連
合
会
部
門
）」
や
「
私
の
健
康
法
」「
我

が
社
の
健
康
づ
く
り
」
の
優
秀
者
な
ど
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
女
優
の
藤
田
弓
子
さ

ん
に
よ
る
特
別
講
演
や
「
歩
く
」
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
。

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
講
演

を
聴
き
、
歩
く
こ
と
の
重
要
性
や
楽
し
さ
な

ど
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
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15 広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

ふ
る
さ
と
の
芸
術
家
作
品
に
親
し
む

３
月
13
日
〜
16
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
る

さ
と
袋
井
の
芸
術
家
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
の
作
家
の
優
れ
た
作
品
を
見
る
こ
と
で
文

化
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
市

文
化
協
会
が
主
催
。
会
場
に
は
、
地
元
出
身
の
49

人
の
書
や
絵
画
作
品
55
点
が
ず
ら
り
と
並
び
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
袋
井
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家

の
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

砂
糖
で
作
る
繊
細
で
美
し
い
工
芸
細
工

３
月
15
日
、
月
見
の
里
学
遊
館
で
も
の

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
砂
糖
を
使
っ
た

工
芸
細
工
の
こ
と
で
、
参
加
し
た
20
人
の

皆
さ
ん
が
題
材
の
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
作
り
に

挑
戦
。
靴
の
形
に
仕
立
て
た
薄
い
網
状
の
布

に
、
卵
白
と
砂
糖
を
混
ぜ
て
作
っ
た
ア
イ
シ

ン
グ
（
糖
衣
）
で
思
い
思
い
の
飾
り
付
け
を

行
い
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

３
月
８
日
、
４
月
か
ら
浅
羽
地
域
で
新
た
に
開
園

す
る
ル
ン
ビ
ニ
第
二
保
育
園
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ル
ン
ビ
ニ
第
二
保
育
園
は
、
社
会
福
祉
法
人
三
宝

会
が
運
営
す
る
認
可
保
育
園
で
一
時
保
育
も
行
う
ほ

か
、
浅
羽
地
域
で
は
初
と
な
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」）
も
併
設
。

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
子
育
て
拠
点
に
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広
報
ふ
く
ろ
い
３
月
15
日
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
市
民
病
院
の
診
療
体

制
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

▽
呼
吸
器
内
科
…
常
勤
医
師
が
不
在
と
な
っ
た

た
め
、
当
分
の
間
、
入
院
・
外
来
と
も
に
診

療
が
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

禁
煙
外
来
も
休
止
し
ま
す
。

▽
泌
尿
器
科
…
泌
尿
器
科
の
外
来
診
療
日
が
、

こ
れ
ま
で
の
月
・
水
曜
日
か
ら
、
水
曜
日
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

▽
小
児
科
…
県
立
こ
ど
も
病
院
医
師
の
外
来
診

療
日
が
、
こ
れ
ま
で
の
木
・
金
曜
日
か
ら

水
・
金
曜
日
の
２
日
間
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
５
月
か
ら
木
曜
日
が
、
休
診
と

な
り
ま
す
。

※
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

診
療
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

市民病院医事課
243-2511（代表）

問 

広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

人数
1人

4人

4人

1人

1人

2人

1人

1人

4人

1人

6人

3人

1人

1人

1人

2人

1人

35人

袋井市民病院の常勤医師数
（平成20年4月1日現在）

※この他に非常勤医師も診療にあたっています。

エコ ライフ 

循
環
型
社
会

こ
れ
ま
で
私
た
ち
人
間
は
、
た
く
さ
ん
の

資
源
を
使
っ
て
物
を
作
り
、
使
い
、
そ
し
て

捨
て
な
が
ら
、
便
利
で
快
適
な
生
活
を
送
っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
ご
み

を
捨
て
る
場
所
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

資
源
や
物
を
大
切
に
使
っ
た
り
、
再
資
源

化
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
ご
み
と
な
る
物
を

極
力
減
ら
し
、
資
源
が
「
製
品
製
造

→
使
用→

廃
棄
」
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

「
製
品
製
造→
使
用→

再
資

源
化→

製
品
製
造→
…
」
と

回
る
「
循
環
型
社
会
」
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

３
Ｒ
は
、
循
環
型
社
会
を
作
っ
て
い
く
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
で
、
次
の
①→

②→

③

の
順
番
で
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
＝
「
減

ら
す
」
…
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）
＝
「
再
使

用
す
る
」
…
繰
り
返
し
使
う
こ
と

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
＝

「
再
利
用
す
る
」
…
資
源
化
し
て
再
利
用

す
る
こ
と

ま
た
、
３
Ｒ
に
次
の
④
〜
⑥
を
加
え
た

４
Ｒ
、５
Ｒ
、６
Ｒ
と
い
う
活
動
も
あ
り
ま
す
。

④
Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
）
＝
「
断

る
」
…
余
分
な
包
装
を
断
る
こ
と

⑤
Ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｉ
ｒ
（
リ
ペ
ア
）
＝
「
修
理
す

る
」
…
捨
て
ず
に
、
修
理
し
て
使
う
こ
と

⑥
Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
（
リ
フ
ァ
イ
ン
）
＝
「
分

け
る
」
…
ご
み
を
分
別
し
て
捨
て
る
こ
と

３
Ｒ
は
、
買
う
人
だ
け
で
な
く
、
製
品
な

ど
を
作
る
人
、
売
る
人
が
協
力
し
あ
っ
て
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
る
側
は
製
品
の
省
資
源
化
や
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
作
り
を
心
掛
け
、

売
る
側
は
余
分
な
包
装
を
し
な
い
な
ど
の
配

慮
を
し
、
買
う
側
は
そ
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ

た
物
や
お
店
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
３
Ｒ
は

社
会
全
体
で
推
進
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
、
美
し
い

地
球
を
守
る
た
め
、
３
Ｒ
活
動
で
循
環
型
社

会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

環境政策課環境企画係　244-3135問 
循環

～3Ｒ活動を広げ、
循環型社会を作ろう～　

診療科目
一般内科

消化器科

循環器科

血液内科

内分泌代謝内科

腎内科

神経内科

放射線科

一般外科

血管外科

整形外科

脳神経外科

皮膚科

眼科

耳鼻いんこう科

歯科口腔外科

麻酔科

計
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市政に関する疑問・質問に 
お答えします。 

市政 市政 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

購
入
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
世
帯
だ
と

市
か
ら
補
助
が
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ

い
。

市
で
は
、
高

齢
者
世
帯
の

方
が
寝
室
に
火
災

警
報
器
を
設
置

す
る
場
合
、
購

入
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

助
成
対
象

65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
、
市
民
税

課
税
額
が
９
万
円
以
下
の
世

帯
の
方

助
成
限
度
額

１
台
に
つ
き

１
５，
５
０
０
円

対
象
と
な
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

日
本
消
防

検
定
協
会

の
鑑
定
に

合
格
し
た

電
池
式
で
、
耐
用
年
数
が
10

年
の
煙
感
知
式
住
宅
用
火
災

警
報
器
（
N
S
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
も
の
）

◇
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
21
年
５
月
31
日
(日)
ま
で

に
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
い
き
い
き
長
寿
課
長
寿
福
祉
係

2
４
４
―

３
１
２
１

我
が
家
に
井
戸
が
あ
り

ま
す
。
水
質
検
査
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
か
。

井
戸
水
を
飲
料
用
に
使

っ
て
い
る
場
合
は
、
水

質
検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。
見
た

目
は
き
れ
い
に
見
え
て
も
、
飲

料
用
と
し
て
の
水
質
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。個

人
で
所
有
し
て
い
る
井
戸

に
つ
い
て
は
、
水
質
検
査
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
期
的

に
専
門
機
関
（
(財)
静
岡
県
生
活

科
学
検
査
セ
ン
タ
ー
（
2
０
５

４
―

２
４
７
―

８
５
９
５
）
な
ど
）

で
井
戸
水
の
水
質
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

◇
井
戸
水
を
飲
料
用
に
使
う
場

合
は
、
井
戸
の
周
辺
を
清
潔

に
保
ち
、
毎
日
の
目
視
に
よ

る
異
常
の
確
認
や
味
・
に
お

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課
環
境
企
画
係

2
４
４
―

３
１
３
５

日本消防検定協会 NS マーク 

ひとくちメモ ひとくちメモ 
交通安全まめ知識 

～春の全国交通安全運動～ 

4月6日(日)から15日(火)ま
で、春の全国交通安全運動が
行われます。
シートベルトやチャイルド

シートの正しい着用を習慣付
けましょう。
自転車も車両の一種です。

運転中の携帯電話、傘差し運
転は止めましょう。

〜
高
校
生
自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
設
置
〜

近
年
、
高
校
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
と
自

転
車
に
よ
る
事
故
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。通

学
路
の
交
差
点
の
危
険
箇
所
を
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
、
注
意
を
促
す
「
交
通

安
全
注
意
看
板
」
を
高
校
生
と
袋
井
市
・

磐
田
市
の
２
市
交
通
行
政
研
究
会
が
作
成

し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
磐
田
警
察
署
管
内
の
７

高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
製
作
し
、
学
校
内
や
学

校
周
辺
の
危
険
箇
所
に
注
意
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

〜
交
通
安
全
の
意
識
を
再
認
識
〜

３
月
10
日
、
袋
井
商
業
高
校
２
年
生
の

交
通
安
全
委
員
６
人
が
、
３
月
17
日
に
は
、

袋
井
高
校
１
・
２
年
生
３
人
が
市
職
員
か

ら
の
取
り
付
け
手
順
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

協
力
し
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

看
板
を
設
置
し
た
生
徒
た
ち
は
、
看
板

を
見
て
改
め
て
交
通
安
全
啓
発
の
意
識
を

認
識
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
各
ク
ラ
ス

員
に
啓
発
し
、
同
時
に
地
域
の
交
通
安
全

に
も
役
立
っ
て
欲
し
い
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。地

域
振
興
課
交
通
防
犯
係

2
４
４
―

３
１
２
５

【
交
通
安
全
を
訴
え
る
注
意
看
板
】袋井商業高校生徒に 

よる取り付け作業 
袋井商業高校生徒に 
よる取り付け作業 

袋井高校生徒に 
よる取り付け作業 
袋井高校生徒に 
よる取り付け作業 
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ふ
く
ろ
い
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
☆
ほ
っ
と
観
光
特
使
が
決
定

３
月
８
日
、
市
観
光
協
会
に
よ
る

「
袋
井
ほ
っ
と
観
光
特
使
」
の
最
終
選

考
会
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

山
田
弓
さ
ん
（
豊
住
・
写
真
中
央
）

鈴
木
こ
の
み
さ
ん
（
梅
山
・
写
真

左
）
、
比
那
さ
や
か
さ
ん
（
三
門

町
・
写
真
右
）
が
第
２
代
袋
井
ほ
っ

と
観
光
特
使
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

３
人
は
４
月
か
ら
２
年
間
、
観
光

協
会
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
て
、
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
特
産
品
な
ど
、
袋
井
の
魅
力

を
広
く
市
内
外
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
に
米
国
図
書
を

ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
覚
書

３
月
13
日
、
米
国
領
事
館
名
古

屋
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
市
が

市
立
図
書
館
へ
の
米
国
図
書
寄
贈

や
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援

を
約
束
す
る
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。

図
書
の
寄
贈
は
、
文
化
交
流
の

一
環
と
し
て
名
古
屋
ア
メ
リ
カ
ン
・

セ
ン
タ
ー
が
中
部
地
方
の
各
県
で
進

め
て
い
る
も
の
で
、
静
岡
県
内
で
は
袋
井
市
が
初
め
て
。
去
年
10

月
に
同
セ
ン
タ
ー
協
賛
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
月
見
の
里
学
遊

館
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
、
本

を
縁
に
、
日
米
の
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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地域やサークルの行事、お気に入りの写真や子
どもの写真などを郵送してください。 

写真には、タイトル、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生
年月日）、電話番号、自治会名を書き添えてください。 

●エコパの森で森づくり
小笠山森の会では、森林・竹林・遊歩道の手入れや自然観察

のほか、炭焼き、キノコづくり、山野草の保護育成などを行

っています。毎月第2土曜日（午前9時～午後3時）

小笠山森の会　佐藤さん（20537-23-3643）

●日ごろの鍛錬の成果を見事発揮！
1月13日に行われた三川剣道大会で浅羽少年剣道教室が、低学年の部で

優勝、高学年の部で2位になりました。 浅羽少年剣道教室

●合気道で汗を流してみませんか
週2日、市民体育館で合気道を楽しんでいます。小学生から大人ま
で、合気道に興味のある方は一緒にやりましょう。
袋井合気道同好会鳥羽さん（2090-1109-1829）
http://tosp.co.jp/i.asp?i=hukuroiaikido

みんなの広場[18-18]  08.3.18 1:02 PM  ページ 1
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

市消費生活センター（商工課商業労政係内） 244-3174問 申 

譲ります
歩行器、マットレス、学習机、
サイドボード、冷風扇、ズボン
プレッサー、オイルヒーター、
テレビ、電子オルガン、電子ピ
アノ、シニアカー、ごみ箱、犬
小屋、園服（たんぽぽ保育園、
つくし保育園）、幼児用水着、
柔道着、折り畳みシングルベッ
ド、ソファ、ビニールロッカー、
レコード収納ケース（ガラス
製）、花瓶、プレート、柱時計、
革ジャン、松葉杖、学校制服

譲ってください
洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、チャイルドシー
ト、バギーボード、バギー、マッサージチェア、
ピアノ、キーボード、卓球台、自転車、三輪車
（大人用）、書類棚、ノートパソコン、カラオケ
プレーヤーセット、チェーンソー、草刈機、制
服・体操服（袋井北小、袋井南小、山名小、高
南幼稚園、周南中男子、浅羽中、浅羽東小、浅
羽東幼稚園）、周南中かばん、七五三着物（3歳
男女）、庭用ベンチ、物干し台、高齢者用手押
し車、ミシン、ガスコンロ、ひな人形の飾り棚、
中型犬用のキャリーボックス

物件
A地番…袋井市田町1-4-12 面積…496.12㎡

B地番…袋井市清水町5-1 面積…238.01㎡
C地番…袋井市清水町5-8 面積…224.02㎡
D地番…袋井市清水町11-14 面積…227.86㎡

最低売却価格（坪単価）
A 29,339,000円（195千円） B 14,437,000円（200千円）
C 12,882,000円（190千円） D 12,787,000円（185千円）

応募資格 不動産の取り引きを業務としていない方
申請方法 市役所4階財政課契約管財係にある申込用紙に必要事項を記入して、
5月2日(金)までに提出してください。
入札日時・場所 5月9日(金)午前9時30分～ 市役所3階301会議室
現地説明会 Aの物件…4月22日(火)午前10時～10時30分　B・C・Dの物件…4月22日(火)午後2時～3時
◇現地説明会への申し込みは不要です。Aの物件については、直接、現地へお越しください。B・C・Dの物件については、
勤労青少年ホーム駐車場に集合してください。

市民病院管理課施設用度係 243-2511 財政課契約管財係 244-3102問 申 

地目 宅地　用途地域 第1種低層住居専用
建ぺい率 50％　容積率 100%

市有地を入札で売却します

地目 宅地　用途地域 第2種中高層住居専用
建ぺい率 60％　容積率 200%

清水銀行 
袋井支店 

永楽町 
交差点 

市営住宅 
田町団地B棟 

田町公園田町公園 

市営住宅 
田町団地C棟 

● 

● 

● ● 

宇
刈
川 

県道
磐田
袋井
線 

田町公園 

N

A★

★

高南公民館高南公民館 

高南小学校高南小学校 

袋井体育袋井体育 
センター 

掛川スーパー 
袋井店 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

清水公園清水公園 

N

高南公民館 

高南小学校 

袋井体育 
センター 

清水公園 
B

D
C

労働者福祉労働者福祉センター 
勤労青少年勤労青少年ホーム 
労働者福祉センター 
勤労青少年ホーム 

◇譲ったり、譲ってもらったりして、資源を有効に使いましょう。品物の詳細や送料
などについては「譲ってもらう方」「譲る方」同士でお話しいただきます。

⑤交渉 

②情報の公開 

市役所 

①品物の 
　情報を 
　登録 

④登録者の 
　連絡先を 
　教える 

⑥商談成立後、 
　登録抹消を 
　連絡 

希
望
者 

登
録
者 

③情報を 
　見て 
　連絡 

④登録者の 
　連絡先を 
　教える 

⑥商談成立後、 
　登録抹消を 
　連絡 

ご家庭で使わなくなった物は、ありませんか？



◇地球温暖化の防止と限られた資源を大切にし、ごみの減量化を進めるため、
マイバッグ運動に賛同する店舗がレジ袋の無料配布を中止します。

◇5月1日(木)から、次の店舗でレジ袋が有料となります。
◇買い物には、マイバッグを持って行きまし
ょう。

＜5月1日から有料化する店舗＞
・掛川スーパー浅羽店（諸井）
・JA遠州中央 みなみ市場（高尾）
・JA遠州中央 新鮮市 月見の里ひろば（上山梨）
＜すでに有料化している店舗＞
・コープしずおか袋井店（堀越）
・とれたて食楽部

く ら ぶ

（山名町）
環境政策課環境衛生係 244-3115 問 
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●住民票などをとる時には
本人確認を行います

◇なりすましを防ぎ、個人情報を保護
するため、戸籍法及び住民基本台帳
法が改正され、5月1日(木)から、戸
籍謄抄本や住民票の写しなどをとる
時に、本人確認を行います。

◇お手数ですが、運転免許証や写真付
きの住民基本台帳カード、パスポー
トなどをお持ちください。
市民課市民サービス係 244-3112

市民サービス課市民サービス係

223-9212

問 

◇身体障害者手帳または、戦傷病者手
帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳をお持ちで、一定の基準を満た
す方（生計をともにする方）が所
有・運転する軽自動車の税金を1台
に限り減免します。

◇自動車税（県税）の減免を受ける方、
タクシー基本料金の助成を受ける方
は除きます。

◇今年度から、減免の対象基準が改正
されましたので、ご注意ください。

①減免対象が「上肢機能障害2級まで」
及び「生計同一者などが運転する場
合は、下肢機能障害3級まで」に拡大。

②減免対象となる方が複数の障害があ
るため生計同一者などの運転で申請
する場合は、総合等級を個別等級に
読み替える。

持ち物 運転免許証、障害者手帳など、
自動車検査証、認め印

申請方法 5月26日(月)までに市役所
2階税務課徴税管理係または、支所
1階市民サービス課市民サービス係
で申請してください。

◇詳しい基準は、税務課徴税管理係へ
お問い合わせください。
税務課徴税管理係 244-3111

市民サービス課市民サービス係
223-9212

 申 

問 申 

●軽自動車税の減免申請を
受け付けます

●コンビニでも県民だより
を配置しています

◇県では、県政の動きなどを伝える「県
民だより」を、新聞折り込みで各家
庭にお届けしているほか、コンビニ
や公民館などにも配置しています。

◇新聞を購読していない方は、お近く
の配置場所でお求めください。

発行日　原則として毎月1日間近の日
曜日（1月号は、1月1日）

配置場所　コンビニ（セブン－イレブ
ン、ローソン）、各公民館、袋井図書
館、浅羽図書館、市役所、支所など

◇県ホームページ（http://www.pref.
shizuoka.jp）からも見ることがで
きます。
県広報局　2054-221-2231問 

5月1日(木)からレジ袋の有料化が始まります

●浅羽東幼稚園が食育コン
テストで最優秀賞を受賞

◇NPO法人キッズ
エクスプレス21
実行委員会が全
国の幼児を対象
として行った食
育コンテストで、
浅羽東幼稚園が最優秀賞を受賞しま
した。

◇浅羽東幼稚園では、「家庭と連携した
食育活動～みんなで元気な体と心を
つくろう～」をテーマに、食育を推
進していて、日常の保育指導の中で
子どもたちがいきいきと食の活動に
取り組んでいる姿が評価されました。

浅羽東幼稚園　223-3033問 

●アフリカへ毛布をおくる運動にご協力ください

収集日時 4月27日(日) 午前10時～午後1時
収集場所 協働まちづくりセンター「ふらっと」
送れない毛布　破けている毛布、穴の空いている毛布、洗濯して
いない毛布、綿毛布、毛布以外の物（シーツ、こたつ布団など）

◇アフリカへの輸送費900円もご協力ください。
アフリカへ毛布をおくる運動袋井市民の会

増田さん 2090-1234-2612

問 

買
い
物
は

マ
イ
バ
ッ
グ
で



◇4月1日(火)から、愛野駅前北・南駐車場では、7時間以上24時間までは700円
で駐車できるようになりました。

◇長時間、駐車場を利用する場合は、愛野駅前北・南駐車場をご利用ください。

＜定期駐車券を販売しています＞
◇愛野駅南駐車場は、便利でお得な定期駐車券でも利用できます。
◇定期駐車券は、1日何回でも何時間でも駐車できます。ただし、駐車場所を指定
しないので、満車の場合は駐車できません。ご了承ください。
定期駐車券　1か月5,000円
販売時間 午前6時～午後8時
販売場所 袋井駅前駐車場管理室

地域振興課交通防犯係 244-3125

袋井駅前駐車場管理室 243-3470 申 

問 
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

●子育てサポートキャラバン
「くるクル」が巡回中です

◇4月29日(火)昭和の日は、休み。
時　午前10時～午後4時
対象 0歳～就学前の
お子さんとその保護者

費用 無料
◇申し込みは不要です。
直接、会場へお越し
ください。
明和第二保育園　243-8488
すこやか子ども課保育係
244-3120

問 

4月16日(水)

17日(木)

18日(金)

21日(月)

22日(火)

23日(水)

24日(木)

25日(金)

28日(月)

30日(水)

日
三川公民館

袋井東公民館

宇刈いきいきセンター

浅羽南公民館

可睡の杜南公会堂(午後は休み）

今井公民館

方丈ふれあい会館
浅羽東公民館

浅羽西公民館

所

◇笠原地区（岡
崎地内）に完
成した新しい
ごみ処理施設
「中遠クリーンセンター」は、3月
下旬から供用を開始しています。

◇施設の内部やごみ処理工程などを見
学して、環境について理解を深めて
みませんか（研修室では、施設の概
要などをビデオでご覧になれます）。

見学できる日時 月～金曜日の午後1時
～4時30分（祝日、年末年始は除く）

見学できる場所 環境学習室（展示
室）、プラットホーム、ごみピット、
中央操作室、発電機室

申込方法 見学を希望する団体は、事
前に電話で①団体名②人数③希望時
間をお申し込みください。希望が重
なる場合は、ほかの団体と合同にな
る場合もあります。

◇個人での見学や施設の説明が不要な
場合は、自由にご覧になれます。
中遠クリーンセンター 230-0530問 申 

●中遠クリーンセンターを
見学してみませんか

三川公民館

●霊柩車
れいきゅうしゃ

利用料金助成金を
廃止しました

◇これまで市では、市民の方が亡くな
られ、霊柩車を利用した場合に、霊
柩車の利用料金の一部を助成してい
ましたが、補助金などの見直しによ
り、4月1日(火)から助成金を廃止し
ました。

◇今後は、霊柩車
を利用した場合
の助成はありま
せんので、葬祭
業者に全額を支払ってください。
市民課市民サービス係 244-3112

市民サービス課市民サービス係

223-9212

問 

◇妊婦の健康や安全
な分娩

ぶんべん

を支援する
ため、4月から、
妊婦健康診査の助
成回数が2回から
最高7回までに増
えました。

◇母子健康手帳を交
付する時に、受診票を渡しますので、
指定医療機関で使用してください。

◇3月までに妊婦健診受診票・診査票
（前期・後期）を受け取った方には、
4月1日の妊娠週数に応じて、新し
い受診票を郵送します。4月以降、
古い受診票は使用できませんので、
ご注意ください。
健康づくり政策課健康指導2係

223-9222

問 

●妊婦健康診査の
助成回数が増えました

これまで

1時間につき100円（8時間まで）
8時間以上24時間まで 800円

4月から
1時間につき100円（7時間まで）
7時間以上24時間まで 700円

●JR愛野駅前の駐車料金を引き下げました

◇公民館や公会堂に子育て指導員が
おもちゃなどを持って訪問します。



月見の里学遊館水玉プール 249-3201 袋井市上山梨32-1問 申 

プログラム名 対象 曜日

中高年女性

時間

午後1時30分
～2時30分

月

ダンベル体操やチューブ体操、エアロビックにより脂肪を燃焼
し、身体を引き締めます。

ボディ
コンディショニング

●フィットネスプログラム（全15回）
内容

ダンベル
ダイエット

成人男女
（夫婦大歓迎）

水

午後7時30分
～8時30分

軽度のエアロビックとストレッチやダンベル体操で筋肉をつけ、
太りにくい体質づくりや活動的で元気な身体を目指します。

やさしいエアロ
成人男女

（16歳以上可）

成人男女
（16歳以上可）

午前10時10分
～11時10分

初心者や体力に自信のない方のために、徐々に運動量を上げて
いく楽しいプログラムです。

火

ピラティス（朝）

脂肪燃焼
エアロビック

午後7時30分
～8時30分

ピラティス独特の運動により、身体の筋力アップを目指しきれ
いな身体を目指すプログラムです。

太極拳

ヒップホップ

中高年男女

成人男女
（16歳以上可）

午後7時30分
～8時30分

午前11時15分
～午後0時5分

午後1時30分
～2時30分

午後1時30分
～2時30分

簡単なダンスステップを基にヒップホップの振り付けを楽しむレッ
スンです。身体の動かし方やリズムのとり方など基礎から進めます。

陳氏太極拳を基礎から学ぶ講座です。呼吸法を交えながら、ゆっくり
した動作で全身を使い、心身のバランスを整えることを目指します。金

期間

5月12日(月)
～9月29日(月)

5月13日(火)
～9月30日(火)

5月7日(水)
～9月24日(水)

5月9日(金)
～9月26日(金)

定員　各プログラム30人（先着順）
受講料 5,000円（フィットネスルーム使用料、保険料を含む）
申込方法 月見の里学遊館水玉プールにある申込用紙に必要事項を記入して、お申し込みください（1人1プログラムずつ
受け付けします。複数のプログラムを希望する方は、改めて受け付けしてください）。

申込受付　4月20日(日)午前10時～
持ち物 受講料、認め印 （健康状態により、医師の運動許可証を提出していただくことがあります）

前期 水玉プールフィットネスプログラム 受講者募集

エアロビック＆
ストレッチヨガ

午前10時10分
～11時10分

パンチやキックなど格闘技の動作を加えたエアロビックです。シェ
イプアップや体力づくりを目指し、誰でも楽しめるレッスンです。

成人男女
（16歳以上可）

ピラティス（夜）
成人男女

（16歳以上可）
午後6時30分
～7時20分

ピラティス独特の運動により、身体の筋力アップを目指しきれ
いな身体を目指すプログラムです。

成人男女
（16歳以上可）

ストレッチと筋肉に刺激を与える運動により、脂肪の燃焼をよ
くしながら、簡単なエアロビックを楽しむプログラムです。

キックボクシング
＆エクササイズ

成人男女
（16歳以上可）

ヨガやストレッチを取り入れながら、簡単なボクシング動作に
よるエアロビックを行うプログラムです。

プログラム名 対象 曜日

小学1～3年生

時間

月
短距離走が速くなるという目標に、いろ
いろな運動を取り入れ、基本能力が身に
付くよう楽しくレッスンを行います。

速く走ろう低学年

●キッズフィットネスプログラム（全15回）
内容

速く走ろう高学年 小学4～6年生 午後4時30分～5時30分

期間

午後3時30分～4時20分5月12日(月)～
9月29日(月)

定員　各プログラム20人（申し込み多数の場合は、抽選）
受講料 5,000円（フィットネスルーム使用料、保険料を含む）
申込方法 月見の里学遊館水玉プールにある申込用紙に必要事項（希望プログラム、住所、氏名、電話番号、生年月日、
保護者氏名を記入して、お申し込みください（1人1プログラムの受け付けになります）。

申込受付　4月14日(月)午前10時～4月18日(金)午後6時
持ち物 受講料、認め印 （健康状態により、医師の運動許可証を提出していただくことがあります）
＜抽選会＞
日時 4月19日(土)午後2時～　
場所 月見の里学遊館水玉プール
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定員　各プログラム20人（先着順）
受講料 9,000円（プール使用料、保険料を含む）
申込方法 月見の里学遊館水玉プールにある申込用紙に必要事項を記入して、お申し込みください（1人1プログラムず
つ受け付けします。複数のプログラムを希望する方は、改めて受け付けしてください）。

申込受付　4月20日(日)午前10時～
持ち物 受講料、認め印 （健康状態により、医師の運動許可証を提出していただくことがあります）

プログラム名 対象 曜日

成人男女

時間

月

公認上級競泳コーチによるクロール・背泳ぎの技
術向上と平泳ぎの基礎（初歩）から、呼吸をつけ
て泳ぐ技術を習得します。

中級スイミング

●プールプログラム（全15回）
内容

ウォーター
エクササイズ

中高年男女
（夫婦大歓迎）

金

午前11時～正午

身体のゆがみからくるひざや腰の痛みに負担をか
けず、筋肉のアンバランスを解消しましょう。浮
き具などを使って筋力アップ、姿勢改善を目指し
ます。肩こりや腰痛の予防に一役買います。

初級スイミング 成人男女 午前11時～正午
水に潜ることのできない初心者を対象に、水に浮く、
背泳ぎで進む、クロールの初歩的息継ぎなどを学び
ます。水泳を通して体力の向上を目指します。

期間

午前10時30分
～11時15分

5月9日(金)～
9月26日(金)

5月13日(火)～
9月30日(火)

プログラム名 対象 曜日

年中～小学2年生
（平成12年4月～
平成16年3月生）

時間

月
・
火
・
水
・
金

水の心地よさ、楽しさを感じながら、水に親しみ、
水泳の基礎から泳法の習得を目指します。キッズ

●キッズプールプログラム（全15回）
内容

ジュニア
年長～小学6年生
（平成8年4月～
平成15年3月生）

午後4時30分
～5時30分

初心者から中級者まで、水を通して心身を鍛えな
がら、4種目の泳法の習得を目指します。

期間

午後3時30分
～4時20分

5月7日(水)～
9月30日(火)

定員　各プログラム各曜日30人（申し込み多数の場合は、抽選）
受講料 9,000円（プール使用料、保険料を含む）
申込方法 月見の里学遊館水玉プールにある申込用紙に必要事項「希望プログラム、住所、
氏名、電話番号、生年月日、保護者氏名、泳力（顔つけができるか、浮くことができる
か、泳ぐことができるか）」を記入して、お申し込みください（1人1プログラムの受け
付けになります）。

申込受付　4月14日(月)午前10時～4月18日(金)午後6時
持ち物 受講料、認め印 （健康状態により、医師の運動許可証を提出していただくことがあります）
＜抽選会＞
日時 4月19日(土)午後2時～
場所 月見の里学遊館水玉プール

前期 水玉プールプログラム 受講者募集

月見の里学遊館からのお知らせ

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

公認上級競泳コーチによる個人メドレーの完成を
目指し、4種目のスキルアップをします。

午前11時～正午5月12日(月)～
9月29日(月)

上級スイミング

5月7日(水)～
9月24日(水)

成人男女 水

火
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講座名曜日 時間

10人

定員

午前9時30分～11時30分花（いけばな・
アレンジメント等）

12,000円

月

受講料期間

5月19日(月)～ 全12回

20人エアロ＆ヨガ 3,000円

ラッピング

火

水

飯田龍石庵さん

講師

木

金

土

火・土

茶道

籐工芸

パソコン

太極拳

男の料理

パソコン

着付け

パソコン

お菓子作り

詩吟

ネイルアート

パソコン

パソコン

水泳教室

テニス

午後1時30分～3時 5月19日(月)～ 全10回

エアロビック

午前10時～11時30分

午後1時30分～3時15分

午後2時～4時

午後1時15分～3時15分

午後7時～9時

午後1時30分～3時

午後1時30分～3時

午前9時30分～11時30分

午後1時15分～3時15分

午後2時～4時

午後1時15分～3時15分

午前9時30分～11時30分

午後2時～4時

午前9時30分～11時15分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午後7時30分～8時30分

5月19日(月)～ 全9回

5月19日(月)～ 全18回

5月20日(火)～ 全10回

5月20日(火)～ 全10回

5月20日(火)～ 全10回

5月21日(水)～ 全10回

5月14日(水)～ 全10回

5月14日(水)～ 全10回

5月21日(水)～ 全10回

5月15日(木)～ 全12回

5月22日(木)～ 全10回

5月23日(金)～ 全10回

5月23日(金)～ 全15回

5月24日(土)～ 全6回

5月24日(土)～ 全10回

5月24日(土)～ 全10回

5月17日(土)～ 全10回

12人

10人

12人

10人

30人

20人

20人

25人

10人

10人

10人

15人

10人

10人

10人

10人

10人

6,000円

8,000円

7,000円

6,000円

5,000円

3,000円

2,000円

8,000円

6,000円

6,000円

6,000円

7,000円

6,000円

5,000円

6,000円

6,000円

4,000円

鈴木洋子さん

西尾その子さん

鈴木宗紀さん

戸田愛子さん

市テニス協会

西村良子さん

寺田裕美さん

右田慶子さん

久野きぬ子さん

高橋美鈴さん

井谷桂治さん

西尾由美子さん

NPO法人 袋井スポーツ
コミュニケーション

労働者福祉センター（サンライフ袋井）243-5051 袋井市上田町267-5問 申 

対象 市内または、周辺に在住・在勤の18歳以上の方（学生は除く）
申込方法 労働者福祉センター（サンライフ袋井）
にある申込用紙に必要事項（講座名、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、年齢、性別など）を記入し
て、受講料を添えてお申し込みください。電話での
申し込みはできません。

申込受付 4月15日(火)～4月30日(水)午前9時～午後9時（先着順）
◇申し込み少数の場合は、中止になることがあります。
◇開講日の5日前までに申し出がない場合は、受講料の返金はできませ
んので、ご了承ください。

■開館日　月～土曜日
■開館時間　午前9時～午後9時30分

N

東海アクシス 
看護専門学校 

袋井体育センター 

至国道1号 

勤労青少年ホーム 
労働者福祉センター 
（サンライフ袋井） 

高南小学校 

袋井B&G 
海洋センター 

東海道新幹線 東海道本線 

小
川
町
郵
便
局 

労働者福祉センター（一般向け）前期講座　受講者募集



25 広報ふくろい 2008 平成20年4月1日

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

講座名曜日 時間

12人

定員

午後7時～8時45分陶芸 16,000円

月

受講料期間

5月19日(月)～ 全10回

10人茶道（表千家） 8,000円

バドミントン

火

水

松井孝憲さん

講師

木

金

土

エアロ＆ピラティス

料理

トラベル英会話

フラワーアレンジメント

お菓子作り

英会話（初級）

英会話（中級）

アロマセラピー

テニス

エアロビック

書道・ペン字

華道

エアロビック

ピラティス

着付け

午後7時～8時45分 5月19日(月)～ 全18回

ゴルフ

午後7時15分～9時15分

午後7時30分～8時45分

午後7時～8時45分

午後7時30分～9時20分

午後7時～8時45分

午後7時～8時45分

午後7時～8時45分

午後6時30分～8時45分

午後7時～8時

午後8時10分～9時25分

午後7時～8時45分

午後7時30分～9時15分

午後7時30分～8時45分

午後7時～8時45分

午後7時～8時45分

午後7時30分～8時45分

午後7時30分～8時30分

5月19日(月)～ 全18回

5月20日(火)～ 全18回

5月20日(火)～ 全10回

5月20日(火)～ 全18回

5月20日(火)～ 全18回

5月20日(火)～ 全10回

5月14日(水)～ 全10回

5月21日(水)～ 全10回

5月21日(水)～ 全18回

5月21日(水)～ 全18回

5月28日(水)～ 全10回

5月21日(水)～ 全10回

5月22日(木)～ 全18回

5月22日(木)～ 全18回

5月22日(木)～ 全18回

5月16日(金)～ 全10回

5月9日(金)～ 全10回

30人

20人

25人

10人

10人

10人

12人

15人

12人

12人

10人

30人

20人

12人

10人

20人

20人

7,000円

5,000円

10,000円

11,000円

9,000円

6,000円

22,000円

10,000円

11,000円

11,000円

10,000円

5,000円

5,000円

6,000円

20,000円

3,000円

2,000円

鈴木宗紀さん

山田剛さん

荒内幸代さん

右田慶子さん

ヴァン・バザベルド

久野きぬ子さん

高柳孝一さん

林絹代さん

高橋美鈴さん

ヴァン・バザベルド

ヴァン・バザベルド

山下恵さん

岩本文夫さん

今村真由美さん

見城敬子さん

山田景子さん

今村真由美さん

西村良子さん

ネイルアート

クリスタルビーズ

ピラティス

5月23日(土)～ 全6回

5月30日(土)～ 全6回

5月24日(土)～ 全10回

午後7時～8時45分

午後7時～8時45分

午前10時～11時

10人

10人

20人

5,000円

6,000円

2,000円

西尾由美子さん

伊藤由恵さん

西村良子さん

勤労青少年ホーム（青少年向け）前期講座　受講者募集

勤労青少年ホーム　243-4594 袋井市上田町267-5問 申 

対象 市内在住または、在勤のおおむね30歳以下の方（定員に満たない場合は、対象年齢以外の方も受講できます）
申込方法 勤労青少年ホームにある申込用紙に必要事項（講座名、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、年齢、性別など）を
記入して、受講料を添えてお申し込みください。電話での申し込みはできません。

申込受付 4月15日(火)～4月30日(水)午前9時～午後9時（先着順）
◇申し込み少数の場合は、中止になることがあります。
◇開講日の5日前までに申し出がない場合は、受講料の返金はできませんので、ご了承ください。
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◇姉妹都市提携
20周年を記念
して、袋井市長
を先頭に、アメリカ合衆国オレゴン
州ヒルズボロ市を訪問します。

期間　7月3日(木)～9日(水)6泊7日
対象 市内在住の方
内容 ヒルズボロ市への表敬訪問、ア
メリカ合衆国独立記念日パレード見
学、ヨセミテ国立公園観光など

費用　26万円程度（別途、燃油サー
チャージャー、渡航手数料、空港税
などが約4万円掛かります）

定員 25人（先着順）
申込方法 袋井国際交流協会または、
市役所4階秘書広報課秘書係にある
申込用紙に必要事項を記入して、お
申し込みください。

受付開始 4月15日(火)午前9時～
袋井国際交流協会　243-8070

（月～金曜日の午前9時～午後4時）

問 申 

●姉妹都市「ヒルズボロ市」
への友好訪問団員を募集

＜一般・技術・飛行＞

対象　20歳以上26歳未満で大学を
卒業または、卒業
見込みの方（大学
院修士課程修了ま
たは、修了見込み
の方は、28歳未満）

＜歯科・薬剤科＞

対象　20歳以上30歳未満で専門大
学を卒業または、卒業見込みの方
（薬剤要員は26歳未満の方）

◇年齢は、平成21年4月1日現在です。
試験日　5月17日(土)・18日(日)
（5月18日(日)は飛行要員のみ）
受付締切　5月9日(金)
◇詳しくはホームページ（http://www.
mod.go.jp/pco/sizuoka/)をご覧ください。
自衛隊袋井地域事務所

243-3717

問 申 

●防衛省採用試験
応募方法 所定の応募用紙に必要事
項を記入して、郵送してください。
応 募 用 紙 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.jica.go.jp/)からもダウ
ンロードできます。

＜ボランティア体験談＆説明会＞
◇帰国した隊員から現地や活動の話
などを聞くことができます。
日 4月19日(土)
時 ▽シニア海外ボランティア

（40～69歳）…午前10時30分～
▽青年海外協力隊（20～39歳）

…午後2時～
所　浜松フォルテ8階Ｂ会議室（浜
松市中区旭町12-3）
◇説明会への申し込みは不要です。
直接会場へお越しください。
浜松市JICAデスク　

2090-6596-9742

〒430-0927 浜松市中区旭町12-3 

フォルテ7階

（財）浜松国際交流協会内

問 申 

●JICA海外ボランティア
募集

◇JICA独立行政
法人（国際協
力機構）では、
開発途上国で
現地の方々と
同じ生活をしながら、ともに働き、
国づくりに貢献するボランティア
を募集しています。あなたも自分の
力を海外で役立ててみませんか。

募集期間　4月8日(火)～5月23日(金)
必着

「放課後子ども教室」のスタッフを募集します
◇放課後、子どもたちが安全で安心して活動できる居場所
づくりのため、5月中旬ごろから「放課後子ども教室」を
行います。

◇市内3小学校（袋井西小、高南小、浅羽東小）で、
教室や校庭などを利用して、スポーツや文化活動、
地域の皆さんとの交流などを行います（工作や料
理、囲碁や将棋、手品やグラウンドゴルフなど）。

◇子どもたちと一緒に遊んだり、体験活動を行ったりするスタッフを募集します。
職種 ▽安全管理員…子どもたちの見守り、受付などを行う方
▽講師（学習アドバイザー）…体験活動、文化活動、スポーツなどを教える方

応募資格 実施する小学校区に住んでいる方（年齢は問いません）
活動回数　週1回、約1時間（午後3時～4時ごろ） 年間で20回程度を予定
登録方法　電話または、郵送、ファクス、Eメールで住所、氏名、電話番号、職
種（安全管理員、講師のどちらか）、講師の方は、教えていただける内容をお
知らせください。郵送または、ファクス、Eメールの場合は、タイトルに「放
課後子ども教室スタッフ」と記入してください。

登録締切 4月18日(金)
◇活動時間に応じて、謝礼を支払います。

生涯学習課青少年係　223-9273 FAX23-9309

syougai@city.fukuroi.shizuoka.jp 〒437-1192 袋井市浅名1028

問 申 

ジャイカ
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4月1日号を編集している今は、まだ人事異動
は発表されていませんが、この広報が皆さん
のお宅に着くころには、異動しているかもし
れません。最後の編集後記になるかも…と思
いつつ、振り返っています●私は4年間、広
報を担当（5年目に突入するかもしれません
が…）。4年間には、袋井市と浅羽町が合併し、
色々な変化がありました。難しい制度を分か
りやすく伝えようと苦戦したり、いい写真が
撮れなくて落ち込んだり●でも、たくさんの
方と出会い、皆さんに支えられて、この仕事
ができたことに心から感謝しています。あり
がとうございました。フットワークの良さを
忘れずに、新しい部署でも頑張ります。「川」

◆編集後記

問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

●看護や医療への理解を深める
「ふれあい看護体験」

日　5月14日(水)
時　午前9時～正午
所 市民病院
対象 どなたでも
定員 10人（申し込み
多数の場合抽選）

参加料 無料
申込方法 往復はがきに次の①～⑪を
記入して、お申し込みください。

＜往信面＞①「5月14日・袋井市民病
院」②希望理由③住所④氏名（ふり
がな）⑤年齢⑥性別⑦電話番号⑧洋
服のサイズ（S・M・L）

＜復信面＞⑨郵便番号⑩住所⑪氏名
申込締切 4月30日(水)消印有効
県ナースセンター 2054-202-1761
市民病院「ふれあい看護体験係」
〒437-0061 袋井市久能2515-1 
243-2511（代表）

 申 

問 

●協働まちづくり事業
説明会

◇協働まちづくり事業は、市民活動団
体から地域課題の解決などに向けた
活動提案を受け、市民活動団体が市
とともに実践する事業です。

日 4月13日(日)
時 午後1時30分～3時
所 市役所3階301会議室
内容　昨年度の事業紹介や今年度の活
動提案の方法などを説明します。

対象 市内の市民活動団体
申込方法　事前に電話で団体名、氏名
をお申し込みください。
地域振興課協働共生推進係

244-3116
問 申 

●天浜路ヘルシーウオーク
～獅子ヶ鼻公園散策ウオーク～

日　4月27日(日) 雨天中止
受付時間　午前8時30分～11時
集合場所　天浜線遠江一宮

とおとうみいちのみや

駅
コース　遠江一宮駅～極楽寺～獅子ヶ
鼻公園～浄光寺～豊岡北小学校～野
部神社～シルクロードミュージアム
～妙満寺～上野部駅～玖延寺

きゅうえんじ

～機関
車公園～天竜二俣駅 全行程約14km

◇車での参加はご遠慮ください。
◇昼食、水筒などはご持参ください。
天竜浜名湖鉄道(株)「天浜線ウオ
ーククラブ係」 2053-925-2276

問 

◇5月18日(日)に月見の里学遊館で開
催する「ガブリエル・リプキン」の
チェロリサイタル公
演の聴きどころや演
奏家の解釈などを説
明する音楽講座です。

日 4月19日(日)
時 午後2時～3時30分
所 月見の里学遊館1階舞台芸術のワ
ークショップルーム

講師 平野昭さん（音楽評論家・静岡
文化芸術大学教授）

受講料 無料
申込方法 事前に電話で住所、氏名、
電話番号をお申し込みください。
月見の里学遊館　249-3400問 申 

●音楽講座「リプキンのここ
がすごい！演奏家と解釈」

◇初心者から少しボールを打てる方ま
で、お気軽にご参加ください。

日　5月7日(木)～ 毎週木曜日(全10回）
時　午後7時30分～9時
所　愛野公園テニスコート
対象　市内在住の30～40代の方
定員 20人（先着順）
受講料　6,000円
申込方法　電話で住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を市民体育館（月曜
日休館）へお申し込みください。

申込期間　4月15日(火)～5月4日(日)
◇テニスラケットは、各自で用意して
ください。
市民体育館　242-7714問 申 

●

◇袋井市と掛川市の新病院建設に向け
ての第4回協議会を開催します。会
議は公開で傍聴ができます。

日 4月23日(水)
時 午後2時～
所 総合センター4階大会議室
◇申し込みは不要です。直接会場へお
越しください。
掛川市・袋井市新病院建設協議会
20537-21-2130

問 

●第4回新病院建設協議会
を開催します

日時 4月27日(日)  午前10時～午後1時 小雨決行　
場所　小笠山総合運動公園（エコパ）東第3駐車場
内容 チャリティーバザー、動物ふれあいランド、ふわふわ、ミニSLなど
袋井地区労働者福祉協議会事務局「ろうきん袋井支店」243-4649問 

中遠地域労福協フェスタ
参加無料！

家族で楽しめるイベント

テニススクール



 

人口／86,477人 （前月比＋111人）

（外国人登録者4,083人含む）

男性／43,659人 （前月比＋39人）

女性／42,818人 （前月比＋72人）

世帯数／30,292世帯（前月比＋68世帯）
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袋井市の市章

３
月
、
４
月
は
卒
業
式
や
入
学
式
の

時
期
で
、
別
れ
に
涙
が
あ
り
、
出
会
い

に
不
安
や
期
待
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、

私
に
と
っ
て
は
中
学
時
代
へ
の
思
い
は

深
い
。

２
ク
ラ
ス
し
か
な
い
袋
井
東
小
か
ら

９
ク
ラ
ス
の
袋
井
中
に
入
っ
た
時
、
ま

ず
人
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

袋
井
南
小
や
袋
井
西
小
か
ら
来
た

生
徒
が
都
会
風
に
思
え
、
袋
井
北

地
区
や
今
井
地
区
、
田
原
地
区
か

ら
の
生
徒
に
同
じ
田
舎
者
の
親
近

感
を
持
っ
た
。
片
思
い
の
初
恋
や

熱
心
だ
っ
た
生
徒
会
活
動
を
経
て
の
卒

業
式
で
は
、
友
達
と
別
れ
る
こ
と
へ
の

寂
し
さ
を
ひ
と
き
わ
強
く
感
じ
た
。
今

と
異
な
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
半
数
が
進
学
、

半
数
が
就
職
の
時
代
だ
っ
た
の
で
、
同

じ
顔
ぶ
れ
が
再
び
一
同
に
会
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
が
肌
で
感
じ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。

今
の
中
学
生
が
何
を
考
え
、
市
に
何

を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
り
た
く
て
、

今
年
に
な
っ
て
か
ら
市
内
の
４
中
学
校

を
訪
問
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、

20
人
く
ら
い
の
代
表
を
選
ん
で
く
れ

て
、
体
育
館
や
図
書
室
な
ど
で
私
と
の

話
し
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明
や
通
学
路

の
整
備
な
ど
具
体
的
な
こ
と
や
国
、
市

の
予
算
全
般
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ

た
。
な
ぜ
市
長
に
な
っ
た
の
か
、
家
族

を
ど
う
思
う
の
か
な
ど
の
質
問
に
は
、

今
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
自
分
の
気
持
ち
そ
の
ま
ま
に
答
え

た
。
私
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な
い
生

徒
や
漫
画
を
毎
日
読
む
生
徒
に
そ
の
理

由
を
聞
い
た
。

中
学
を
卒
業
し
て
、
50
年
が
過
ぎ
、

今
の
中
学
生
と
は
環
境
が
違
い
す
ぎ

て
、
比
較
し
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
変

わ
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
学
力
テ
ス

ト
に
よ
っ
て
競
争
心
が
養
わ
れ
た
り
、

恵
ま
れ
た
環
境
の
部
活
の
人
た
ち

に
嫉
妬

し
っ
と

心
を
覚
え
た
り
、
心
か
ら

理
解
し
て
く
れ
る
友
が
で
き
た
り

し
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
中
学
時
代

に
培
わ
れ
た
も
の
が
、
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も

の
と
思
う
。

何
事
も
純
粋
に
取
り
入
れ
よ
う
と
、

目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
た
彼
ら
中

学
生
の
た
め
に
も
、
今
の
時
代
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
私
た
ち
は
、
精
一
杯
頑
張

っ
て
、
彼
ら
の
将
来
に
不
安
を
残
さ
な

い
、
明
る
い
社
会
を
築
く
責
務
が
あ
る

と
思
う
。

「
中
学
時
代
」

二瀬多目的運動広場南の道沿い
にきれいに咲きそろった菜の花を
発見。新1年生になる園児たちに協
力してもらい撮影しました。
真新しいランドセルを背負った

子どもたちは、満面の笑顔を浮か
べながら菜の花畑に一直線。きれ
いな菜の花に囲まれた姿は、まる
でお姫様のようでした。
どうか、みんなの小学校生活が

実りあるものになりますように。


